
基本理念

基本方針

「心のかよう質の高い医療」を提供します
「患者の幸せ」のため、質の高い医療の提供を目指します
よりよき医療環境を求めて、地域と共に保健・医療・福祉の充実を目指します
職員の協働活動のため、よりよき環境づくりを目指します

患者さんの権利と責務

最新の外来診療表がホームページで確認できます  http://www.simo.saiseikai.or.jp/

１．個人の尊厳を尊重され、医療者との相互の協力関係のもとに良質
な医療を受けることができます。

２．病気・検査・治療などについて、十分な説明と情報をうけること
ができます。
また、よく理解できなかったことについては十分理解できるまで
質問することができます。

３．十分な説明と情報提供を受けた上で、医療者が提供する検査や治
療方法などを自らの意思で選択することができます。

４．当院での診療の過程で、医療者が得た個人情報やプライバシーに
ついては厳正に保護されます。

５．所定の手続きをおとりになることにより、ご自分の診療録の開示
をお求めになることができます。

６．良質な医療実践のため、自分自身の健康に関する情報を正確に提
供する責務があります。

７．すべての患者さんが適切な医療を受けられるように、他の患者さ
んの入院生活や病院職員の医療提供に支障を与えないように配慮
する責務があります。

８．安全で優しい療養環境を維持するために、医療に関する法律や病
院で決めた約束事などをお守り頂く責務があります。

９．医療費を支払う責務があります。
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化学療法について特集

糖 尿 病 教 室

実　　　施　　　日 時　　　間 参  加  費 お問い合わせ

なんでも相談窓口

場　　　所

13：30～15：00 無　料 栄養管理科会議室（２階）

マザークラス 13：00～16：00
500円
テキスト代
（初回のみ）

4階東病棟会議室（2階）

8：30～17:00 無　料 在宅ケア科在宅ケア科

外 来 患 者 数 入 院 患 者 数 新入院患者数 平均在院日数 救急車受入件数 手　術　件　数

 平成２7年 2月
 平成２7年 3月
  平成２７年 4月 
  

16,098 人
18,303人
18,075人

11,148 人
12,025人
11,816人

821人
939人
885人

12.66日
12.10日
12.49日

258件
287件
240件

741件
855件
864件

　教室・相談のお知らせ（平成27年 7月～9月）

　診療実績報告（平成27年 2月～4月）

23日（木）

27日（木）
24日（木）

集中ケア認定看護師

摂食嚥下障害看護認定看護師
感染管理認定看護師

岡　崎　美　幸

藤　本　貴　子
伊瀬知　美　加

　地域医療支援研修会（平成27年 7月～9月）

上記の日程は、諸事情により変更もしくは中止となる場合があります。ご了承ください。
※腎臓病教室は、入院患者のみを対象に実施することになりました。

この度、地域医療支援病院の教育活動の一環として、毎月1回（第4木曜の18時～）研修会を開催します。是非ご参加下さい。
※事前の申し込みは不要（駐車場は当院外来駐車場をご利用下さい）

おことわり

7月

7月

8月
9月

8月

9月

開　催　日

開　催　日

1日（水）

29日（水）

8日（水）
15日（水）
22日（水）

9日（水）

テ　　　ー　　　マ 講　　　　　師

テ　　　ー　　　マ 講　　　　　師

　健康講座の予定（平成27年 7月～9月） 〈時間〉10：00～10：30 ／〈場所〉会議室（2階）

〈時間〉１８：００～１９：０0 ／〈場所〉管理棟 講堂（3階）

緩和ケアを知っていますか？
　 ～がんの診断時から始まる緩和ケア～

がん治療に用いられる放射線の副作用について

知っておきたいがん予防

食中毒について

経過観察？ドクターコール？今すぐ対処？
判断に迷う不整脈 

摂食嚥下の解剖生理と食事介助
知っておきたい肺炎の感染対策

赤ちゃんの体について

あなたの腎臓を守りましょう！

緩和ケア認定看護師

感染管理認定看護師
新生児集中ケア認定看護師

透析看護認定看護師

山　本　千　春

緩和ケア認定看護師 柴　田　敏　子

伊瀬知　美　加
米　村　幸　子

放射線看護認定看護師 倉　冨　　　彰

谷　口　裕　子

2日（水） 認知症看護認定看護師 吉　永　奈　央

7月／３（金）、１０（金）、１７（金）、２４（金） 

8月／７（金）、２１（金）、２８（金）

9月／４（金）、１１（金）、１８（金）、２５（金） 

7月・8月・9月／（月）～（金）

7月／２（木）、９（木）、１６（木）、２３（木）

8月／６（木）、１３（木）、２０（木）、２７（木） 

9月／３（木）、１０（木）、１７（木）、２４（木）

ＮＥＷ

ＮＥＷ

5日（水）

12日（水）
19日（水）

こんなときどうすればいいの？
　　　     ～初めての予防接種～
便秘で困っていませんか
心不全とその予防について

感染管理認定看護師

集中ケア認定看護師
慢性心不全看護認定看護師

國　弘　健　二

16日（水） いざという時に使えるように！　　　　　　　
　　　     ～AEDについて～

認知症をもっと知ろう
 　　　    ～認知症の初期症状と予防について～

救急看護認定看護師 本　田　絵　美

岡　崎　美　幸
山　口　健　二

26日（水） 誤嚥性肺炎の予防について
　　　     ～おいしく食事が食べれるために～ 摂食嚥下障害看護認定看護師      藤　本　貴　子

30日（水）
糖尿病のウソ・ホント　　　　
あなたはどこまで正確に答えられますか？
　 ～食事編～

糖尿病看護認定看護師 安　田　直　子ＮＥＷ

ＮＥＷ
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がん薬物療法認定薬剤師がん薬物療法認定薬剤師

がん化学療法看護認定看護師がん化学療法看護認定看護師

米北　浩人

清水　倫子

お盆の休診についてお盆の休診についてお盆の休診について
当院では、今年に限り下記期間をお盆休みとし
外来を休診いたします。
ご理解の程宜しくお願い致します。

８月１４日（金）～１６日（日）
休診期間

外来治療センター使用状況の内訳

【化学療法について】
　抗がん剤を使ってがんを治療することを化学療

法といいます。抗がん剤には飲み薬や注射薬など

があり、がん細胞の増殖を抑える効果があります。

化学療法は、手術や放射線治療が直接的・局所的

な治療であるのに対し、より広い範囲に治療効果

が及ぶことが期待できます。また、手術や放射線

治療と組み合わせて、がんの再発予防や手術前に

がんを小さくする目的でも使用され、がん治療に

おいて大きな役割を担っています。

　最近では有効な抗がん剤が増える一方で、副作

用により治療継続が困難になることがあります。

副作用は抗がん剤によって様々で個人差もありま

すが、ほとんどの方に現れます。そこで当院では、

がん化学療法看護認定

看護師、がん薬物療法

認定薬剤師といった専

門スタッフが連携して

抗がん剤の副作用や注

意点事項の説明、副作

用対策の提案などサ

ポートを行っていま

す。そして、以前は入

院による治療が主流で

したが、抗がん剤や副

作用を抑える薬、自宅

で点滴できる医療機器(ポンプ)の進歩で、抗がん

剤の種類にもよりますが、外来や自宅で化学療法

を行うことが可能となりました。

　当院は外来治療センターを設置し、自宅での生活

や仕事を続けながら外来で化学療法を行う方もおら

れます。その他にも定期的に化学療法委員会を開催

して、医師、薬剤師、看護師、事務員などのスタッフ

が集まり、それぞれ専門的な視点からレジメン(化学

療法の治療計画)の有効性、安全性の確認や化学療法

に関する情報交換を行い、安全で質の高い化学療法

が提供できるように一丸となって取り組んでいます。

【外来化学療法について】
　がんの治療には、手術療法・放射線療法・化

学療法などがあります。抗がん剤を主とした治

療を化学療法といいます。以前は、入院での治

療が主でしたが、現在は外来でも多く行われる

ようになってきました。当院では、肺がん・胃

がん・大腸がん・乳がん・膵がん・子宮がん・

前立腺がんなどのさまざまながんの化学療法を

外来で行っています。2010年12月に外来化学

療法を専門に行う外来治療センターを開設しま

した。患者さんのQOL（生活の質：Quality of 

life）を重視した治療を心がけています。

【外来治療センターについて】
　当院では、薬剤師と看護師が主治医の指示に

基づき、患者さんが安心して快適に治療を受け

られるように努めています。当院には、がん治

療認定医１名が勤務しています。外来治療セン

ターには、薬剤調製室が併設されており、薬剤

師２名（うち、がん薬物療法認定薬剤師１名）、

看護師３名（うち、がん化学療法看護認定看護

師１名）が勤務しています。専門スタッフが連

携して、治療を安全に行い、患者さんの副作用

のケアや精神面の支援に努めています。また、

患者さんが、治療を生活の一部に取り込み、今

までと変わりなく過ごせるように、医療スタッ

フが連携し、お手伝いしたいと考えています。

外来治療センターには、ベッドが10床、リクラ

イニングチェアが６床あり、３階に位置してい

るため、天気のいい日には窓から、海峡ゆめタ

ワーまで見渡せます。落ち着いて治療を受けら

れる環境づくりに努めています。

【当院の治療体制について】
　当院でも年間2000名を超える患者さんが外来

化学療法を受けられています。外来で化学療法

を安心して受けられるように、自宅で体調不良

になった場合や副作用に困った場合などは、平

日時間内の対応はもちろん、休日・夜間でも救

急外来において、24時間いつでも対応できる体

制を整えています。

ふくふくサロンふくふくサロン
第3回

開催日時：平成27年9月9日（第2水曜日）
13：00～15：00
場所：会議室（2階）

特   集特   集

外科
41％

婦人科
12％

膠原病内科
24％泌尿器科

2％

消化器内科
10％

外来治療センター外来治療センター受付 調製風景

図：化学療法を提供するまでの流れ

平成２７年４月より

当院は下関医療圏の
がん診療連携拠点病院に指定されました。

平成２７年４月より

当院は下関医療圏の
がん診療連携拠点病院に指定されました。

がん患者さん・ご家族のためのがん患者さん・ご家族のためのがん患者さん・ご家族のための
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職員の協働活動のため、よりよき環境づくりを目指します

患者さんの権利と責務

最新の外来診療表がホームページで確認できます  http://www.simo.saiseikai.or.jp/

１．個人の尊厳を尊重され、医療者との相互の協力関係のもとに良質
な医療を受けることができます。

２．病気・検査・治療などについて、十分な説明と情報をうけること
ができます。
また、よく理解できなかったことについては十分理解できるまで
質問することができます。

３．十分な説明と情報提供を受けた上で、医療者が提供する検査や治
療方法などを自らの意思で選択することができます。

４．当院での診療の過程で、医療者が得た個人情報やプライバシーに
ついては厳正に保護されます。

５．所定の手続きをおとりになることにより、ご自分の診療録の開示
をお求めになることができます。

６．良質な医療実践のため、自分自身の健康に関する情報を正確に提
供する責務があります。

７．すべての患者さんが適切な医療を受けられるように、他の患者さ
んの入院生活や病院職員の医療提供に支障を与えないように配慮
する責務があります。

８．安全で優しい療養環境を維持するために、医療に関する法律や病
院で決めた約束事などをお守り頂く責務があります。

９．医療費を支払う責務があります。
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化学療法について特集

糖 尿 病 教 室

実　　　施　　　日 時　　　間 参  加  費 お問い合わせ

なんでも相談窓口

場　　　所

13：30～15：00 無　料 栄養管理科会議室（２階）

マザークラス 13：00～16：00
500円
テキスト代
（初回のみ）

4階東病棟会議室（2階）

8：30～17:00 無　料 在宅ケア科在宅ケア科

外 来 患 者 数 入 院 患 者 数 新入院患者数 平均在院日数 救急車受入件数 手　術　件　数

 平成２7年 2月
 平成２7年 3月
  平成２７年 4月 
  

16,098 人
18,303人
18,075人

11,148 人
12,025人
11,816人

821人
939人
885人

12.66日
12.10日
12.49日

258件
287件
240件

741件
855件
864件

　教室・相談のお知らせ（平成27年 7月～9月）

　診療実績報告（平成27年 2月～4月）

23日（木）

27日（木）
24日（木）

集中ケア認定看護師

摂食嚥下障害看護認定看護師
感染管理認定看護師

岡　崎　美　幸

藤　本　貴　子
伊瀬知　美　加

　地域医療支援研修会（平成27年 7月～9月）

上記の日程は、諸事情により変更もしくは中止となる場合があります。ご了承ください。
※腎臓病教室は、入院患者のみを対象に実施することになりました。

この度、地域医療支援病院の教育活動の一環として、毎月1回（第4木曜の18時～）研修会を開催します。是非ご参加下さい。
※事前の申し込みは不要（駐車場は当院外来駐車場をご利用下さい）

おことわり

7月

7月

8月
9月

8月

9月

開　催　日

開　催　日

1日（水）

29日（水）

8日（水）
15日（水）
22日（水）

9日（水）

テ　　　ー　　　マ 講　　　　　師

テ　　　ー　　　マ 講　　　　　師

　健康講座の予定（平成27年 7月～9月） 〈時間〉10：00～10：30 ／〈場所〉会議室（2階）

〈時間〉１８：００～１９：０0 ／〈場所〉管理棟 講堂（3階）

緩和ケアを知っていますか？
　 ～がんの診断時から始まる緩和ケア～

がん治療に用いられる放射線の副作用について

知っておきたいがん予防

食中毒について

経過観察？ドクターコール？今すぐ対処？
判断に迷う不整脈 

摂食嚥下の解剖生理と食事介助
知っておきたい肺炎の感染対策

赤ちゃんの体について

あなたの腎臓を守りましょう！

緩和ケア認定看護師

感染管理認定看護師
新生児集中ケア認定看護師

透析看護認定看護師

山　本　千　春

緩和ケア認定看護師 柴　田　敏　子

伊瀬知　美　加
米　村　幸　子

放射線看護認定看護師 倉　冨　　　彰

谷　口　裕　子

2日（水） 認知症看護認定看護師 吉　永　奈　央

7月／３（金）、１０（金）、１７（金）、２４（金） 

8月／７（金）、２１（金）、２８（金）

9月／４（金）、１１（金）、１８（金）、２５（金） 

7月・8月・9月／（月）～（金）

7月／２（木）、９（木）、１６（木）、２３（木）

8月／６（木）、１３（木）、２０（木）、２７（木） 

9月／３（木）、１０（木）、１７（木）、２４（木）

ＮＥＷ

ＮＥＷ

5日（水）

12日（水）
19日（水）

こんなときどうすればいいの？
　　　     ～初めての予防接種～
便秘で困っていませんか
心不全とその予防について

感染管理認定看護師

集中ケア認定看護師
慢性心不全看護認定看護師

國　弘　健　二

16日（水） いざという時に使えるように！　　　　　　　
　　　     ～AEDについて～

認知症をもっと知ろう
 　　　    ～認知症の初期症状と予防について～

救急看護認定看護師 本　田　絵　美

岡　崎　美　幸
山　口　健　二

26日（水） 誤嚥性肺炎の予防について
　　　     ～おいしく食事が食べれるために～ 摂食嚥下障害看護認定看護師      藤　本　貴　子

30日（水）
糖尿病のウソ・ホント　　　　
あなたはどこまで正確に答えられますか？
　 ～食事編～

糖尿病看護認定看護師 安　田　直　子ＮＥＷ

ＮＥＷ


